
 

 

『予防線』  
 月曜から日曜まで、一日中面接室にこもっている私は、部屋の外が晴れているのか、雪が降っているのか

も、いらした方のお話しで知ることがよくあります。人様のこころの健康をどうのこうの言っている立場と

して、わが身を省みなければならないと感じる今日この頃です。 

 

今は花粉がたくさん飛散しているようですね。先程ある患者さんから「今年からついに症状が出ました…」

とのご報告をいただきました。誰がいつ発症してもおかしくないと頭でわかってはいます。私の身体は、い

まのところまだ反応してはいませんが、忍び寄る『花粉症』の脅威に恐れおののいています。症状のひどい

方とお会いすると、本当に気の毒としか言いようのないほどつらそうにしておられます。それでも、近頃は

良いお薬がいろいろと出ているようで、症状が出る前に飲まれていると平気なのだと仰います。 

 

メンタルヘルスについても、「不調になる前に飲む予防薬があれば良いのに」と仰る方がいらっしゃいます。

このところ推進されている『ストレスチェック』の使用方法の進化や、脳の機能や分泌物の働きなどが更に

解明されてくると、そういった予防薬も実用化になるのかもしれません。 

私もカウンセラーとして、『予防』のために呼ばれて仕事をすることがちょくちょく出て来ています。 

 

 メンタルヘルス不全になる前に、『なりそうな人』をピックアップされたとのことで、「会ってみてほしい」

というご依頼があります。カウンセラーがそのようにしてお会いすることが、『予防』として、功を奏するか

どうかですが、正直に申し上げるとご依頼くださった方の思惑次第だと私は考えています。 

 

例をあげます。 

A さんが、ご自分が心配されている職場の人を私にご紹介くださいました。その人は Aさんの職場の若手

です。仕事をため込みやすく、あまり要領が良いとは言えなそうです。うっかりミスも多いことが目立って

しまい、そのことを先輩から注意をされても笑いながら「気をつけます。次は大丈夫です。」と軽い感じでこ

たえていますが、一向に改善がみられないどころか、遅刻や欠席も増えてきてしまいました。Aさんから見

ると、「これはメンタルヘルス不全の予兆であり、早めにカウンセリングを受けることで何とかしてほしい」

と考えられたようです。 

 

このような場合、Aさんがご本人とどのような関係を築かれているか、また、カウンセラーをご紹介され

ることについて、どのようなお話しをしておられるかということが重要であると私は考えています。カウン

セリングが、Aさんの望まれる『予防』として機能できるかということに繋がってくるからです。 

 

実際に、このような方とお会いしてみると、仕事をため込んでしまうことや、先輩から注意を受けられた

ことについてもご自覚がなく、ご自分では何の問題もなく仕事ができていると思っていらしたりします。 

カウンセラーもご本人から出て来ないお話しを深めることはできませんので、その人の中で何が起こってい

るのか、その人の置かれている状況についてあまり触れることができないまま面接が終了し、次回のお約束

をする理由もないまま、「また、なにかありましたら」というお別れになってしまいます。 

 

B さんからも、同じく職場の後輩を紹介されました。ただし、私のところに連れて来られるまでに、Bさん

はその人とじっくりとお話しをする場を何度も持たれていらっしゃいました。 

 



 

 

その後輩の人も Aさんの職場の若手のように、周囲から注意を受けることが多いのですが、先の例のよう

に笑いながらこたえていて、改善が見られず、あまり反省しているようにも見えなかったため、Bさんが声

をかけ、一対一で話をする場を設けられたのでした。Bさんは、その人に「何か困っていることはないか？」

と切り出されましたが、ご本人からは「特にありません。どうして急にそんなことを訊くのですか？」と返

ってきました。 

 

そこで、Bさんはその後輩にミスが多いこと、注意を受けても笑っていて、あまり反省も改善も見られな

いことを丁寧に説明されました。「それは気がつきませんでした」と言われたので、気をつけてみてほしいこ

とを伝えてその場は終わりにされました。 

その後も何度も声をかけられて、少しずつ見えてきたものがありました。 

●後輩に悪気はなく、努力はしていること 

●へらへらしているように見えるのは、本人にも自覚がなく、緊張すると笑い顔になってしまうこと 

●何かに集中していると極端に他のことがおろそかになっていること 

 

…などが、ご本人からのお話しと、Bさんの観察からわかってきました。 

 

この時点で Bさんから私にお話しがあり、ご紹介を受けてその方とのカウンセリングが始まりました。 

ご自分が何に困っているかということを Bさんとの間で深めてからいらしているので、カウンセリングでの

お話しもご本人にとっては意味を感じられるものとなり、熱心に通われました。また、この人が、カウンセ

リングで気がつかれたことの中には、Bさんにも協力をしてもらえる内容もあり、職場での状況にも改善が

みられました。 

 

B さんがこの後輩にかかわられたことは、この後輩が、もしかしたら職場で孤立してしまい、更にはここ

ろの健康を壊してしまっていたかも知れない可能性を食い止める『予防』になっていると考えることもでき

ます。ちなみに、Aさんのケースの若手は、その後、“うつ状態”と診断されて職場をお休みされた時にカウ

ンセラーのことを覚えていらして、訪ねて下さいました。どちらのケースも最終的には専門医を受診し、“発

達障害”という診断を受けていらしたのですが、それぞれの方の置かれた環境やご本人たちの考え方、目標

設定も異なりましたので、その人に進まれたい方向に沿ったカウンセリングが行われました。 

 

A さんからのご紹介は、若手が“うつ状態”で職場を休まれたという点では『予防』できなかったと言わ

れるかも知れませんが、ご本人が本当に必要とされた時にカウンセラーを訪ねて来られたのは Aさんのお陰

であり、その人が再生するための『予防線』が張られていたことにもなります。Bさんからのご紹介は、ご

自分が後輩にかかわることで『予防線』を張られてから、カウンセラーにつながれたことが、ご本人が不調

にならない『予防』になったという考えにもなります。 

 

メンタルヘルス不調の『予防薬』については、その是非も含めて、そちらの専門家にお任せしたいと思いま

すが、私はこころを扱う専門家として、みなさんがそれぞれ、お互いの『予防線』であられることをお願い

したいと思います。 
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